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フレデリック・クレインス 

 

日本関係欧文史料とは何か 

日本関係欧文史料（外書）とは、ポルトガル人が日本に到着した 1540 年代以降から 1900 年

頃までの間に、西洋人が日本について西洋諸言語で著した書物全般を指す。研究上の観点

から、大きく分けて、一次史料と二次史料の二種類に区分される。 

１）一次史料＝来日した西洋人が直接見聞したり、経験した事柄を記録しているもの。 

 ⇒その形態は、写本が多い（刊本が一次史料に当たる場合もある） 

２）二次史料＝ほかの史料の情報に基づいて、西洋人が日本について書いたもの。 

 ⇒刊本が多い。 

３）一次史料・二次史料・間のグレイ・ゾーン 

 

史料批判とは史料の信頼性を確認する作業 

最も重要な課題とは、取り扱う史料を、その本源性に基づいて、一次史料と二次史料とに

分別すること 

＊英語＝source criticism。和訳＝「考証学」（江戸時代）⇒「史料批判」 

＊外書の史料批判には 3 つのスキルがある 

１）外的批判 

２）内的批判 

３）史料の解読 

 

日本関係欧文史料の位置づけと意義 

＊日本側史料の補完 

日本の対外関係史分野において、日本側史料よりも西洋側史料の方が圧倒的に多く残って

いる。 

＞特に 16～17 世紀頃の日本の対外関係に関する日本側史料はあまり残っていない。 

＞形式的な記述に留まるものがほとんど 

 ⇔西洋側史料＝イエズス会士・オランダ人・イギリス人の詳細な見聞記（書状・日記な

ど） 

＞欠落した日本側史料の間隙を埋め、新たな情報を補完 

 

＊第三者の視点を提供してくれる 

西洋人が記録した事柄は、当時の日本人とは全く異なった視点で書かれている。 

詳細に記録すべき対象として取り上げる事柄の取捨選択に違いがある。 

 

＊世界情勢の中での位置づけ 

日本で起きた出来事が西洋側史料では絶えずアジアの中や世界情勢の中に位置づけられる。 

＞西洋側史料を参照すると、視野が広がる。 

＞現代の欧米人による日本史研究にも日本史をアジア史や世界史に位置づける傾向がある。 
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外書の史料批判の目的と方法 

＊史料批判の目的 

歴史学研究において、ある課題を解決するにあたって、そのために用いる史料の内容がど

の程度信頼できるかどうかを見極めること 

＞過去の記録が断片的にしか現存していない 

＞現存している史料は必ずしも「事実」を反映しているわけではない。書き手の考えや主

観を織り交ぜているものもある。 

 

＊史料批判の方法 

史料批判は一般的に外的批判と内的批判の二つに分類される。 

１）外的批判とは、外的な要素を分析することにより、その史料が本物であるかどうか、

そしていつ、どこで、誰が書いたのかを特定する方法。 

２）内的批判とは、その史料の内容が信頼できるかどうかを調べる方法。 

 

外的批判 

外的批判とは、外的な要素を分析することにより、その史料が本物であるかどうか、そし

て、いつ、どこで、誰によって書かれたのかを特定する方法である。 

１）本物と断定し、年代を突き止めるための外的要素として、次のような手掛かりがある。 

紙質、装丁、書体、用語、文法 

２）いつ、どこで、誰が作成したかについての情報は次の部分に求めることができる。 

史料の標題紙、冒頭部分および末尾部分 

史料の所蔵先、来歴 

その史料の内容 

当時の他の関連史料の内容との比較 

 

＞刊本：著者や出版地、出版者、出版年の書誌情報はたいてい標題紙に掲載されている 

＞写本：著者や成稿年についての情報を、その写本に記されている文章の中から探す。 

＊書簡の場合、差出人および日付はたいてい写本の末尾に付されていることが多い。宛先

はたいてい巻頭や書状の裏面に記載されている。 

 

内的批判 

内的批判とは、史料の内容の信頼性について確かめる作業である。 

＞内的批判をする時の基本的な質問： 

１）その史料の作成目的は何であったか（想定された読み手は誰か）。 

２）その作成目的と研究課題が合致しているか。 

３）その史料の作成者の記述した事柄に対する客観性・利害関係はどうか。 

４）その史料の内容は当時の他の一次史料の内容と整合性があるか。 

５）その史料の内容に矛盾がないか。 
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史料の解読と日付の特定 

＊用語の意味の特定 

＞言語は絶えず変化する 

＞用語の意味は変化する 

＞外書を読む時に、常にその時代の背景を把握する必要がある。 

⇒疑問点が少しでもあれば、すかさず辞書を引く必要がある。 

英語：The Oxford English Dictionary 

オランダ語：Woordenboek der Nederlandsche Taal (WNT), Historische woordenboeken 

 

＊日付の特定 

日付の特定は歴史学において、正確さが求められる重要な作業です。16-17 世紀の日本で日

本人と西洋人によって使われた暦は、実際に複数あった。 

＊日本：和暦 

＊西洋：グレゴリオ暦とユリウス暦 

⇒変換：インターネットの換暦サイトや和暦・西暦対照表の使用 

＞注意：年号だけを置き換え、月日をそのままにしておくことが間違い。 

＞年をまたがる場合の日付は特に注意が必要。 

＞和暦と西暦混同の場合もある。 

 

 

 


